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　　　日本は、地震、津波、台風、集中豪雨などの災害により 、多くの被害に見舞われました。なかでも 、平

呂成・年１月１・日早朝に発生した「平成７年兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）では・阪神地区を中心

　　に戦後最大の被害をもたらしました 。

　　　地震に関しては、世界で発生する地震の約１割は、日本列島及びその周辺の地域で発生しています 。

　　　町では、東海地震及び南関東直下型地震の発生を想定して、各機関の地震防災計画に基づき 、町民総参

　　加により地震予知の時点から地震発生後までの実践的防災訓練を実施し、防災意識の高揚と防災体制の確

ギま篶鴛鴛倣鴛二∴二二ぷ
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応急手当●夏場に多いけがや病気の手当

地　　　火
震　　　災

思わぬけがや病気に落ち着いて対処する

夏の行楽シーズン竈野外での活

動が多くなるこの時期は 、思わ

ぬけがをしたり病気にかか った

りすることがあります。そんな

とき 、簡単な応急手当の仕方さ

え知 っていれぱ落ち着いて対処

できます 。

　夏場に多いけがや病気の応急

手当を紹介します 。

　切り傷 ・すり傷

　傷口を十分に消毒する
　　　　　　　モで
　夏といえぱ 、半袖 一半ズボン

。

特に手どもは 、転んだりすべっ

たりして 、手足に傷を負いやす

くなります
。

●手当のポイント……（Ｄ傷口か

ら細菌が入らないように 、まず

は、 土や砂などを水道水などの
きれし、な水でしっ かり洗い流し

ます（水筒やミネラルウォータ

〃　’

一があれぱ 、傷口の洗浄に役立
ちます）。　¢傷口とその周辺
に消毒液をかけ 、清潔なガーゼ

で覆 って上からぱんそうこうを

張るか包帯を巻きます
。

　日射病 ・熱射病

　涼しい所で体温を下げる

　直射日光に当たりながら 、ま

た高潟多湿の場所で 、長い時閤

遊んだり作業をしたりしている
と、 頭痛や吐き気を感じるとき

があります。これが 、日射病と

熱射病です
。

●手当のポイント……０涼しく

風通しのよい場所に運んで寝か

争

、　　 １

せ、 衣服をゆるめます。　のぬ

れタオルなどで頭部や体を冷や

すと同時に 、手近なものをうち

わ代わりにしてあおいで風を送
り、 体温を下げます。　　体温

が下がり意識が戻 ってくるか意

識がしっ かりしているときは
、

水分をとらせます
。

く目射病 ・熱射病の予防〉長時

閤高温にさらされないように気

をつけることが一番。帽子やタ

オルの使用も有効です 。

　虫刺され

　患部をひっかかない

　海や山で夢中にな って遊んで

いると 、虫などに刺されること

かあります
。

●手当のポイント……Ｏ刺され

た後に毒針や毛が残っていると

きはピンセットなどで抜きます
。

決してひっかいてはし、けません 。

の刺されたところの周りを押し
て、 口で毒を吸しｒ出します

。

＠水で洗浄した後 、抗ヒスタミ

ン軟こうなどを塗ります
。

くヘビにかまれたら〉毒ヘビは

上あごに２本の長い毒針がある

ので 、かまれた所に２個のきぱ

の跡があれぱ危険です 。

　傷口に口をつけ強く扱い出す

とともに 、かまれた部分から心

臓に少し近い所をしばって医療

機関に急ぎましょう
。

■それぞれ症状が重い場合は、医療機関で早めに診てもらいましょう
。



３　新生活運動

あしたの西桂を創る生活運動実践項目

提唱団体 酉桂町、酉桂町議会、酉楼町教育委員会
、

西桂町各区、酉桂町社会教育委員会、酉桂町婦人会

〈重点目棚〉新盆見舞の廃止

新盆見舞は、近親音のみとし、一般は廃止する
。

〈目　　　０１ ，出産 ・お節旬 ・七五三 ・入学等の祝い→本来の内祝いのみとしましょう
。

　　　　　　２ ，成人式→心のこも った祝としましょう
。

　　　　　　３ ，結婚披露宴→披露宴は本人中心とし 、できるだけ会費制にし 、弓１き出物は廃止し

　　　　　　　　ましょう 。

　　　　　　４ ，病気見舞→見舞の金品は自粛し 、快気祝は廃止しましょ九

　　　　　　５ ，葬式等の簡素化について

　　　　　　　（１）葬式の供物は近親者のみとし 、一般の会葬者の供物 ・花環は全廃しましょユ

　　　　　　　（２）一般の会葬者は 、香典を努めて自粛した金額にしましょう 筥

　　　　　　　（３）香典返しは 、手拭い１枚 、もしくは同程度のものとしましょう
。

　　　　　　　（４〕姑とむらいの会葬は 、なるべく代表とし 、会葬者には帰宅後の援待は行わな

　　　　　　　　　　いようにしましょう 。

　　　　　　　（５）忌中払いは廃止しましょう 。

　　　　　　　（６〕葬式の手伝しｒは 、前目と当日の２目閤にとどめましょう
。

　　　　　　　（７）悔やみは 、近親者のみとし 、一般は廃止しましょう
。

　　　　　　　（８〕法事はできるだけ簡素にしましょう
。

　　　　　　　（９〕通夜の記帳とそのお返しは廃しましょう
。

☆そ　の他 ◎毎月第一日曜日は家庭の日 、家族そろ って言舌し合いましょう
。

◎環境美化運動の推進

　（１）ゴミは収集日に出しましょう
。

　（２〕ゴミの減量化に努めましょう
。

　（３〕川にゴミを捨てないようにしましょう
。

　（４〕限りある資源を夫切にしましょう 。

◎交通安全の励行

　（１〕車の運転の注意→パイク ・オートパイはヘルメットをかぶり 、車はシートベ

　　　　ルトを締めて慎重に運転しましょう
。

　〔２〕飲酒運転の絶滅→「事故を□乎ぶ酒は飲まない飲ませない」

　（３）駐車禁止区域への駐車をやめましょう 。

わたしたち西桂晒民の生活の中からムリ ・ムダ ・ミエをなくして
、

合理的で健全な生活設計をはかるように努めましょう！



ふるさと夏まつり　　４

親子で 、家族で
、．．．．．． 。

ふるさと夏まつりは 、『呵民のふれあいの場１』 、単なる祭ではありません 。

　日時平成１０年８月１５目（土）雨天の場合１６目（目）

　　　　午後１時００分より

場所西桂中学校グランド

今年のテ＿マ　『亘まつりは、浴衣で行二う！』

　夏の祭と言えぱ 、ゆかたです 。ゆかたは 、夏の風物…乱ゆかたは 、昔の人が考え出した合理的で最良の

夏の衣類です。是非 、犬勢の町民の方々が着て 、会場に足を運んで戴きたしｒ と思います
。

　８月１５目（±）は 、家などにいないでお客さんをつれて 、夏まつりへお出かけ下さし、。 それがお客さんに対す

る何よりの持て成しではないでしょうか！

’ｓ、るさと亘まつり

ポスタ・コンテスト葦

自分で書いたポスター ～

■　　二　　ｕ…　　　　　　 ＿　』　 ＿　　　　　　皿」ユ

嚢義潅紅臨員

花火
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三ツ峠フットサル場、桂川公園

：
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　三ツ峠グリーンセンター南側にフットサル場が９月１

大会を開催しますので、下記によりご参加ください
。

１．　日　平成１０年９月２０目（目）＜小爾決行

２． 場　三ツ峠フットサル場
３． 参加

　○西
　＠西桂
　ゆ男 一

４． 競技方
一

　○１

　＠

に住所を有する高校生以上の　蒲成さ

に事業所を有し、事業所の社　で構成さ

一ム 、女性チーム 、男女混合　一ムのい

一ム５人以上で構成し 、ゲーム出

時問は、１０分ハ ーフ

は

　　　」一グ戦方式により実施。ただしチーム数に応

．その他　　規則及びルール等の詳細については
、

６． 募集締切り　平成１０年８月３１日（月）

７； 募集受付 ・問い合わせ先　　西桂町役場企画振興

オープンいたします。オープンを記念しフットサル

た団体

た団体

れでも可育

人、’　交代可能

・’ ’

　　ヘ
　ク
／
妥

）富

てトーナメント方式

集取りまとめ後、代表者会議にて説明を行います 。

企画係冠０５５５ －２５ －２１２１

＝
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。

一
入
遷
者
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敬
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一
小
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児
○

　
先
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地
区
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手山柴涜永山奈渡富清柴
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大　彩姜翔太将七美祐一
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２
７
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２
５
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（
土
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上
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地
区
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青
少
年
育
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成
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動
の
一
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で
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上
町
地
区
親
子

■

一
ふ
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あ
い
清
掃
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施
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一
た
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当
日
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
中

■

・
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
及
び
そ

－

一
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父
兄
、
地
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住
民
の
方
々
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浅
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一
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小
学
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と
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の
周
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－

一
活
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を
実
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今
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一
親
子
の
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惰
操
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一
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、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
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一
揚
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ゆ
る
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児
童
生
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一
生
活
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非
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の
一

■

一
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代
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明
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一
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伸
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伸
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と
育
つ
よ
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願
い
を
込

’

一
め
、
町
内
の
清
掃
等
の
活
動
を
実
施

一
し
て
い
く
そ
う
で
す
。
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保

小
学
生
の
予
防
接
種

　
二
種
混
合
予
防
接
種

日
時
　
８
月
２
１
目
（
金
）

受
付
　
午
後
－
時
－
１
時
１
５
分

場
所
　
西
桂
町
い
き
い
き
健
康
福
祉
一

　
　
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
校
６
年
生
で
過
去
三
種
一

混
合
予
防
接
種
を
２
回
以
上
接
種
し
一

て
い
る
児
童

持
参
す
る
も
の
　
母
子
手
帳
・
予
診
一

票

り
ま
　
　
３

　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
〇

一
蔑
‘
般
∴
い

『
や
ま
ぶ
き
の
会
」

ひ
よ
こ
学
級

　
私
た
ち
は
、
毎
週
月
曜
目
午
前
１
０

一
時
か
ら
１
１
時
　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
で
小

一
林
・
加
藤
先
生
の
指
導
で
、
コ
ー
ラ

一
ス
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
一
週
問

一
に
一
度
み
ん
な
と
会
え
る
事
、
大
き

一
な
声
を
出
す
事
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し

一
い
で
す
。
少
々
オ
シ
ャ
レ
を
し
て
、

一
み
な
さ
ん
１
０
歳
若
返
り
ま
す
。
会
員

４
５
名
と
盛
況
で
す
。
あ
な
た
も
参
加

一
し
ま
せ
ん
か
。

　
６
月
１
６
・
２
３
・
３
０
日
（
火
）
の
３
一

目
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、
い
き
い
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健
康
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祉
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タ
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ｉ
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お
い
て
あ
そ
び
の
教
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『
な
か
一

よ
し
学
級
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
紙
一

コ
ッ
プ
で
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
て
飛
ば
一

し
た
り
、
小
麦
粉
ね
ん
ど
で
遊
ん
だ
一

り
、
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
楽
し
み
一

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
一

親
子
で
あ
そ
ぶ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
一

過
ご
し
ま
し
た
。

・
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期日 行　　事 場　　所 時　　　閻 対　象　者
１（土〕 親子料理教窒 し、きいき憎康福祉センター 午莇１０時～１２時 蝉校ト６報子１５組

４｛火〕 献　　　血 いきいき僅康福祉センター 午前１０時～午後３時 １蘭～６４肋僅馳方

６休〕 健康相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

６休〕 膿能訓練 いぎいき健康福祉センター 午後１時３０分～

８佳〕 親子料理教室 いきいき健康福祉センター 午前１０時～１２時 牌校ト６轍子１５組

１３（木） 母子相談 いきいき健ｉ帽祉センター 午薗９時～１２碕

１８｛火） 母親教室 いきいぎ健康福祉センター 午後１時３０分～ 平成１０年４月 ・５月 ・６月生

２０（木） 健康相談 いきいぎ健康福祉センター 午前９時～１２時

２０（木） 機能訓練 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～

２１（金） 二種混合予防接種 いきいぎ健康福祉センター 受付午後１時～１時１５分 蝉６年生

２４（月） 三種混合予防接種 Ｌ、きいぎ健康福祉センター 受付午後１時～１時１５分 生後３ヶ月～８９ヶ月

２７（木） 母子相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

２８（金） 乳児健診 いきいぎ健康福祉センター 受付午後１時３０分～ 平成９年１０月 ・１０年１月 ・４月

３１（月） 健康相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

子の遊び蜴として開放してし憶す
。

を
・
．
一

一
タ
．

ンセ
一

．
、
甲

・
ｏ
ｏ

亀月第２ ・第４木喀目午前



社会教育

一
も
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、
人
と
の

一
か
か
わ
り
や
会
話
、
言
葉
が
け
が
絶

一
対
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
植
物
も
、

一
毎
日
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
る
と
良
く

一
育
つ
と
い
い
ま
す
。
言
葉
が
話
せ
る

一
人
間
は
、
な
お
さ
ら
必
要
で
す
。

　
中
学
校
で
も
生
徒
会
を
中
心
に
、

一
『
あ
い
さ
つ
運
動
』
に
力
を
入
れ
て

一
い
ま
す
。
生
徒
同
士
は
も
ち
ろ
ん
生

一
徒
と
先
生
も
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
中

一
で
、
気
持
ち
良
く
学
校
生
活
が
送
れ

一
て
い
ま
す
。

　
地
域
や
家
庭
で
も
た
く
さ
ん
の
会

一
話
や
あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
、
居
心

一
地
の
良
い
、
あ
っ
た
か
み
の
あ
る
西

一
桂
町
に
な
れ
ば
い
い
な
…
と
思
う
今

一
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
　
　
ら
．

　
　
　
　
■

　
　
　
　
憎
豊
”
一

　　　　　　一　　　　　　一　　　　　■　　　　■　　　　１　　　一　　■　　１　一　一一

　
今
回
は
、
中
学
校
の
養
護
教
諭
掛

本
先
生
よ
り
学
校
の
保
健
室
か
ら
観

た
子
供
た
ち
の
様
子
と
あ
い
さ
つ
運

動
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
も
毎
日
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
保
健
室
を
訪
れ
ま
す
。

保
健
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の
『
こ
こ

ろ
の
屠
場
所
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

西
桂
中
学
校
の
保
健
室
が
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
保
健
室
に
い
る
と
実
際
、
子
ど
一

も
た
ち
が
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
み
え
て
き
ま
す
。

友
人
関
係
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、

勉
強
の
こ
と
、
部
活
の
こ
と
：
：
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
そ
う
に
見
え
て
一

も
、
何
か
し
ら
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
一

す
。
決
し
て
居
心
地
の
い
い
と
は
言
一

え
な
い
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
一

は
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
る
な
…
と
一

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
誰
か
に
自
分
一

の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
、
自
分
一

の
存
在
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
、
誰
一

か
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
一

た
い
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
一

思
い
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
一

最
近
強
く
感
じ
ま
す
。

か
ら
だ
だ
け
で
は
な
く
、
『
こ
こ
ろ
』
一

＾・＾

～＾
三０１

＾
．

　
．^

＾
９

，
■

３

一
　
寿
学
級
（
高
６
者
総
合
椙
談
）

一
　
＝
一
つ
の
記
座
で
得
し
た
気
分
？

－

一
　
法
律
、
保
険
等
で
ち
ょ
っ
と
困
っ

一
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
－
、

■

一
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
む
高
齢
者
一

一
の
た
め
に
（
財
）
長
寿
や
ま
な
し
振
一

■

一
興
財
団
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

；
高
齢
者
総
合
相
談
」
で
、
今
回
は

一
法
奪
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

一
　
相
続
に
つ
い
て
の
法
律
、
高
齢
者
一

一
の
た
め
の
住
宅
増
改
築
、
介
護
保
険
一

－

一
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
ミ
ニ
講
一

一
座
と
個
別
相
談
が
お
こ
な
わ
れ
、
学
一

■

一
級
生
は
そ
れ
ぞ
れ
に
関
心
の
あ
る
講
一

一
座
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
一
回
一

一
の
学
級
で
三
つ
の
こ
と
を
学
ん
で
、

■

一
学
級
生
も
多
い
に
満
足
し
て
い
ま
し

一
た
。
　
　
　
　
一
６
／
２
５
一

－…

陀？

’＾“

一
　
女
性
学
級
（
介
竈
敦
室
）

一
　
介
竈
に
つ
い
て
看
え
る

■

一
　
「
何
年
後
の
自
分
の
姿
を
み
て
い

■

一
る
よ
う
で
し
た
。
今
日
の
涙
は
、
一

一
生
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
」

■

一
　
こ
れ
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

一
よ
こ
ぶ
き
荘
を
見
掌
し
た
学
級
生
の

一
感
想
で
す
。
施
設
が
良
い
悪
い
云
々

■

一
で
は
な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す
お
年
寄

一
り
の
生
涯
を
感
じ
て
の
涙
で
す
。

　
　
高
齢
化
が
進
み
、
寝
た
き
り
・
痴

一
呆
の
お
年
寄
り
が
増
加
し
て
い
る

一
中
、
近
親
者
が
寝
た
き
り
に
な
っ
た

一
場
合
、
ど
の
よ
う
に
社
会
福
祉
制
度

一
を
利
用
し
な
が
ら
介
護
を
す
す
め
て

一
い
く
か
を
町
保
健
婦
さ
ん
の
講
演
と

一
よ
こ
ぶ
き
荘
の
見
学
な
ど
で
全
３
回

■
一
に
渡
っ
て
学
習
し
ま
し
た
。
特
に
よ

　
こ
ぶ
き
荘
見
学
で
は
、
多
く
の
学
級

　
生
が
文
頭
の
よ
う
な
こ
と
を
思
っ
た

一
よ
う
で
、
日
頃
か
ら
真
剣
に
こ
の
問

一
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
感
じ
た
よ

一
う
で
し
た
。

　
　
教
室
紹
介

　
ト
ン
ト
ン
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
水

曜
日
の
夜
に
な
る
と
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
か

ら
心
地
よ
い
響
き
が
聞
こ
え
て
き
ま
一

一
す
。
別
に
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
わ
一

一
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
木
を
彫
っ
て
い
一

一
る
音
な
の
で
す
。

　
今
回
は
教
室
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
一

一
し
ま
す
。
刻
字
と
は
、
自
分
で
書
い
一

一
た
字
や
気
に
入
っ
た
字
を
、
の
み
や
一

一
彫
刻
刀
を
使
っ
て
板
に
刻
ん
で
い
く
一

一
も
の
で
、
色
や
柿
渋
な
ど
を
塗
つ
て
一

一
・
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
現
在
の
教
室
一

一
生
は
１
０
名
で
、
講
師
の
渡
辺
一
夫
先
一

一
生
の
指
導
で
６
月
か
ら
教
室
と
し
て
一

一
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
ｕ
月
一

一
の
文
化
祭
が
過
ぎ
て
も
、
自
主
的
に
一

一
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
自
分
た
ち
で
刻
一

一
字
を
し
て
い
ま
す
。
刻
字
に
つ
い
て

一
の
感
想
を
き
い
て
み
ま
し
た
。
刻
字

一
歴
５
年
の
川
村
さ
ん
は
「
で
き
あ
が

一
っ
た
作
品
を
ど
こ
に
飾
る
か
を
考
え

一
る
の
が
楽
し
み
」
と
の
こ
と
。
又
刻

一
字
歴
１
０
年
の
宮
下
さ
ん
は
、
「
か
な

一
り
長
く
や
っ
て
い
る
が
今
で
は
家
の

一
飾
り
に
作
品
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な

一
っ
た
」
と
照
れ
な
が
ら
も
得
意
顔
。

一
今
年
は
じ
め
の
槙
田
さ
ん
は
、
「
大

一
先
輩
た
ち
を
手
本
に
一
年
問
楽
し
ん

一
で
や
り
た
い
」
と
話
は
み
な
様
々
で

一
す
が
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
ト
ン
ト
ン
の

一
音
は
益
々
元
気
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
刻
字
教
室
は
毎
週
水
曜
日
午
後
８

一
時
か
ら
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
ユ
階
図
書
室

一
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

一
る
方
は
是
非
、
一
度
参
加
し
て
み
て

一
く
だ
さ
い
。



　
で
す
。
今
日
は
こ
の
訪
問
に
参
加
し
一
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、
一

　
て
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
一
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
「
で
き
る
こ
一

一
行
き
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一
と
」
を
。

　
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け

て
西
桂
中
学
校
福
祉
委
員
会
、
及
び

西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、
山
吹

の
会
、
あ
じ
さ
い
の
会
の
各
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
団
体
が
福
祉
施
設
を
訪
問
し

ま
し
た
。
各
施
設
と
も
訪
問
を
大
変

喜
ん
で
下
さ
り
、
楽
し
い
時
を
共
に

過
ご
し
ま
し
た
。

　
－
施
設
訪
問
に
参
加
し
て
－

　
　
　
０
３
年
２
組
　
志
村
孝
幸

　
今
日
行
く
前
は
「
あ
ま
り
乗
り
気

じ
ゃ
ね
ー
な
…
恐
い
じ
ー
ち
ゃ
ん
、

ば
ー
ち
ゃ
ん
か
な
あ
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
り
込
み
不
安
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
つ
と
言
う

問
に
都
留
の
老
人
保
健
施
設
に
到
着

し
ま
し
た
。
着
い
て
か
ら
も
ま
だ

「
な
ん
か
イ
ヤ
だ
な
あ
」
と
い
う
気

分
で
い
た
の
で
す
が
先
生
の
話
で
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
笑
っ
て
く
れ
、
司

会
を
や
っ
て
い
た
僕
の
言
葉
と
か
で

も
優
し
く
笑
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で

「
あ
あ
、
結
構
い
い
気
分
だ
な
あ
」

と
思
い
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ゲ

ー
ム
と
か
歌
も
結
構
盛
り
上
が
り
お

……
一
　
＠
２
年
２
組
　
滝
口
祐
美
子

一
　
今
日
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
一

一
ち
ゃ
ん
と
ゲ
ー
ム
や
歌
が
で
き
て
と
一

一
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
お
じ
い
ち
一

一
や
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
も
楽
し
そ
一

一
う
に
や
っ
て
い
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

一
た
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ゲ
ー
ム
一

一
の
時
「
１
位
に
な
ろ
う
」
と
い
う
よ
一

一
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
き
一

一
っ
と
楽
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
一

一
し
た
。
ま
た
こ
う
い
う
機
会
が
あ
っ

一
た
ら
出
か
け
て
喜
ば
せ
て
あ
げ
た
い
一

一
で
す
。

…
一
　
　
◎
１
年
２
組
　
高
尾
千
春

一
　
こ
う
い
う
所
に
来
る
の
は
始
め
て
一

一
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
み
な
さ
一

一
ん
元
気
で
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
み
ま
一

一
し
た
。
振
り
付
け
を
一
生
懸
命
し
て

一
歌
っ
て
く
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
い
■

一
ろ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

一
や
ん
が
い
た
け
れ
ど
こ
れ
か
ら
も
体
一

一
に
気
を
つ
け
て
長
生
き
し
て
欲
し
い

一
じ
い
ち
ゃ
ん
達
も
喜
ん
で
く
れ
て
一

一
「
い
い
気
分
だ
な
、
ま
ん
ざ
ら
で
も
一

な
い
。
来
て
良
か
っ
た
’
・
」

一
と
思
い
ま
し
た
。
「
福
祉
っ
て
い
い
一

一
っ
す
ね
」
こ
れ
が
僕
の
感
想
で
す
。

ポ
う
ン
テ
ィ
ア
体
駁
月
閻

一
３
目
・
１
０
日
・
１
７
日
・
２
４
日
・
３
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
歌
お
う
山
吹
の
会

一
１
２
目
・
２
６
日
＾
水
一
　
あ
じ
さ
い
の
会

　
　
”
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
体
磧
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
。

　
　
「
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
参
加
の
き
一

　
つ
か
け
が
つ
か
め
な
い
」
「
参
加
し

　
た
い
が
時
聞
が
と
れ
な
い
」
そ
ん
な
一

一
方
々
の
た
め
に
夏
休
み
な
ど
で
参
加
一

一
し
ゃ
す
い
７
月
－
８
月
に
合
わ
せ
一

一
て
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
さ

　
ま
ざ
ま
な
「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
一

一
用
意
し
全
国
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
一 　

た
く
さ
ん
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一

一
あ
り
ま
す
。

　
生
活
、
福
祉
、
教
育
、
自
然
保
護
、
一

一
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
一

一
協
力
な
ど
、
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一

一
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
竈

一
そ
の
中
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
…

一
●
高
齢
者
・
障
害
者
関
係
／
共
に
過
一

一
ご
す
、
話
相
手
に
な
る
、
日
常
生
活
一

一
で
の
支
援
な
ど
。

一
●
環
境
関
係
／
自
然
保
護
・
観
察
、
一

一
牛
乳
パ
ッ
ク
や
空
缶
な
ど
の
各
種
リ
一

一
サ
イ
ク
ル
、
公
園
や
道
路
・
行
楽
地
一

一
の
清
掃
な
ど
。

一
●
国
際
協
力
・
交
流
関
係
／
留
学
生
一

一
の
受
け
入
れ
、
在
日
外
国
人
の
生
活
一

一
支
援
・
交
流
な
ど
。

一
●
文
化
関
係
／
美
術
館
や
博
物
館
、
一

一
動
物
園
、
図
書
館
な
ど
で
の
活
動
。

●
教
育
関
係
／
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
一

一
参
加
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
子
供
一

た
ち
と
過
ご
し
な
が
ら
共
に
学
ぶ
活

動
。●

災
害
・
防
災
関
係
／
ま
さ
か
の
時

一
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
備
え
た
日
常
一

的
な
活
動
。

一
３
目
＾
月
〕

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
定
例
会

一
５
目
・
１
２
目
＾
水
一

・
２
１
日
＾
金
〕

　
手
話
講
習
会

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

．■■ 　　　　　 ’Ｉ 　＝　’ ■　　　　　　　　　　　　　　　　 １　　．

寄付者名 物晶及び寄付金

匿　名　さ　ん タ　オ　ル

堀内春子さん クーラーポット

酉催町役場回収箱より テレホンカード

匿　名　さ　ん おもちゃ ・本

匿　名　さ　ん １， ６４６円

薬のタムラさん ２， １０４円
その他、大勢の方々より牛乳パック

　
西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

。
で
は
皆
さ
ん
か
ら
善
意
で
ご
寄
付
い

一
た
だ
い
た
使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

一
ド
（
３
０
０
枚
〕
を
山
梨
県
国
際
交

一
流
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
引
き

一
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

一
し
ま
す
。



行

■ヂ：ヅク’

海と山での安全対策
■　■　■　●　■　●　■　■　■●　■　■　●　■　■　■　■■　■　■　●　■　■　●　■　■■　■　■　■

　夏は海や山などの大自然と触れ合う絶好の季節。一方 、そう

した場所でけがをしたり命を落としたりする事故も 、１年のな

かで最も多く発生しています。この夏 、海水浴や登山を計画し

ている方は 、しっ かり安全対策をしてから出掛けましょう 。

ｖ
１
ｏ

＾
・

‘■
｝

撃
＾

水
辺
の
事
故
は
命
に
か
か
わ
る

　
海
や
川
な
ど
で
の

水
難
は
、
直
接
命
に

か
か
わ
る
こ
と
が
多

く
、
十
分
な
注
意
が

必
要
で
す
。
平
成
９

　
’

馨
舛
蛙
縣
舛
鐵

’

１
Ｏ
１
８
件
が
６

リ　
ー
８
月
の
夏
期
に
発

　
生
し
、
水
難
者
数
は

二二

１
，
１
７
７
人
、
そ

の
う
ち
５
５
９
人
が

尊
い
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

＾
安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
Ｖ

悪
天
候
の
と
き
は
泳
が
な
い
、
沖

　
　
　
　
　
夏
山
だ
っ
て
甘
く
な
い
…

　
　
　
　
　
　
平
成
９
年
の
夏
季
　
る
地
域
の
警
察
署
や
所
属
の
山
岳
団

＾
７
－
８
月
）
の
山
岳
遭
難
者
は
２

７
２
人
。
そ
の
う
ち
、
４
７
人
が
命
を

落
と
し
、
１
５
８
人
が
重
傷
や
軽
傷

を
負
っ
て
い
ま
す
。

＾
安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
登
山
計
画
書
の
作
成
・
提
出
を
▼

登
山
計
画
書
は
万
一
の
と
き
の
捜
索

の
手
掛
か
り
に
な
り
ま
す
。
登
山
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

に
出
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
泳
ぐ
前
に
し
っ
か
り
準
備
運
動
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

▼
遊
泳
中
に
溺
れ
た
り
し
な
い
よ
う
一

に
、
準
備
運
動
は
不
可
欠
で
す
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
▼
お
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
一

酒
を
飲
ん
で
海
に
入
る
と
、
心
臓
麻
一

趾揮
を
起
こ
し
た
り
溺
れ
た
り
す
る
事
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

故
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
　
一

　
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い
▼
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

河
口
付
近
な
ど
遊
泳
禁
止
区
域
に
な
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

っ
て
い
る
場
所
は
、
急
に
深
み
が
あ
一

る
な
ど
危
険
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

「
一
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
－
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一
■
一
■

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

一
■
◎
ひ
じ
き
入
り
野
菜
竈
・
一

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

一
　
　
赤
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
　
一

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

ｒ
ｌ
■
１
■
１
■
－
－
■
１
■
■
■
■
１
１
１
■
－
１
１
１
１
一
■
■
１
■
ｌ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
●
作
り
方

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
は
安
全
運
一
〇
．
ひ
じ
き
は
水
で
戻
し
、
茄
で
水

¢
．
ー
を
（
Ａ
）
の
調
味
料
で
煮
て
、

　
　
炊
い
た
御
飯
に
混
ぜ
合
せ
て
お

　
　
く
ｏ

　
．
し
い
た
け
は
、
玉
葱
と
と
も
に

　
　
粗
い
み
じ
ん
切
り
に
し
て
妙
め

　
　
る
。

０
．

転
を
▼
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
や
モ
ー
タ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

ー
ボ
ー
ト
は
安
全
運
転
を
。
海
水
浴
一

場
に
は
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一

■
■
■
●
■
●
●
●
■
■
■
■
●
■
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

の
登
山
は
、
時
と
し
て
命
に
か
か
わ
一

る
事
故
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

体
調
を
整
え
て
、
自
分
の
体
力
、
技
一

術
に
合
っ
た
、
無
理
の
な
い
登
山
を
一

し
ま
し
さ
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
気
象
判
断
は
確
実
に
▼
山
の
天
候
一

は
変
わ
り
や
す
く
、
夏
で
も
気
温
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

低
く
な
り
ま
す
。
天
気
予
報
に
注
意
一

し
て
、
雨
具
な
ど
の
装
備
を
万
全
に
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

気
を
切
っ
て
お
く
。

人
参
は
小
さ
い
い
ち
ょ
う
切

り
、
か
ん
ぴ
ょ
う
は
塩
で
も
み

洗
い
し
、
柔
ら
か
く
茄
で
る
。

小
麦
粉
を
バ
タ
ー
で
妙
め
、
牛

乳
で
の
ば
し
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス

を
作
り
、
３
の
し
い
た
け
、
玉

葱
、
ス
ー
プ
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

を
入
れ
、
少
し
煮
詰
め
、
味
を

整
え
る
。

　
．
皿
に
ひ
じ
き
飯
を
盛
り
、
ホ
ワ

　
　
イ
ト
ソ
ｉ
ス
を
上
か
ら
か
け
、

　
　
仕
上
げ
る
。

食
生
活
改
善
推
進
貝
会

体
な
ど
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
単
独
登
山
は
避
け
る
十
携
帯
電
話

な
ど
通
信
手
段
を
も
っ
て
登
山
を
▼

万
一
の
と
き
、
助
け
を
呼
べ
る
よ
う

に
携
帯
電
話
や
無
線
な
ど
の
通
信
手

段
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

　
経
験
や
技
術
、
体
カ
に
合
っ
た
登

山
を
▼
無
理
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

オ料（４人分）

∴・・’∴２’’カ
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お知らせ　　 １□

　
町
で
は
、
よ
り
的
確
で
分
か
り
や

す
い
課
税
を
実
現
す
る
た
め
、
固
定

資
産
税
基
礎
デ
ー
タ
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
業
務
の
一
つ
と
し

て
、
家
屋
の
現
況
調
査
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
　
容

　
家
屋
課
税
台
帳
な
ど
に
登
録
し
て

あ
る
家
屋
の
外
観
か
ら
の
視
認
に
よ

る
確
認
調
査
（
調
査
の
必
要
上
、
敷

地
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）

期
　
間

　
８
月
上
旬
－
９
月
３
０
日

　
（
天
侯
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場

　
　
合
が
あ
り
ま
す
）

謂
査
員

　
町
の
契
約
を
し
た
委
託
会
社
の
調

査
員
（
調
査
員
は
、
町
で
交
付
し
た

調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
）

間
合
せ
先

　
西
桂
町
役
場
総
務
課
税
務
係

　
０
２
５
－
２
１
２
１

自衛隊では一般曹候補学生　曹候補士 、２等陸　海　空
士を募集します。希望するコースによ って募集受イ寸期間

試験日 、年齢制限等が異なりますので 、詳しし、ことは募

集事務所へお問い合わせ下さい 。

募隻項目 資　格 受付翻周 試籔期目 合格発表

一般曹候補

　　生

１
８
歳
以
上
２
４
歳
未
溝
の
者

８月３日
一９月１１日

１次９月１９日

次１０月フ日

　川１２目

１次１０月１目

終１１月１９目

曹候補士

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
者

８月３目
一９月１１目

１次９月１９目

次１０月フ目

　～１２日

１次１０月１目

終１１月２４日

男子

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
者

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

受付後に指定

します
。

試験後おおむね

か月後以降
２等・陸

・空士

女子

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
溝
の
者

８月３目
一９月１１日

９月２８目

｛９月２９日 １１月２４目

＊大月募集事務所

＊山梨地方連絡部募集課

大月市御太刀２丁目８－１０｛夫月地方合同庁舎〕

　ｏ０５５４－２２－１２９８

甲府市北新１丁目フ番９号

　亙０５５２－５３－１５９２

４　ゆ＠◎

参
加
料

申
込

問
合
せ

９
月
－
日
三
９
月
３
０
日

＾
先
着
締
切
〕

　
無
料

役
場
企
画
振
輿
課
及
び
教
育

委
員
会
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
明
記
し
申
込
む

　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務

　
組
合
振
興
課

０
２
３
－
５
２
７
０

　
山
中
湖
を
源
流
と
す
る
桂
川
・
相

模
川
の
流
域
の
環
境
を
守
る
た
め
、

流
域
協
議
会
で
は
、
上
流
と
下
流
の

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
遵
携
し
て
、

試
験
日

体
力
測
定
　
１
０
月
４
日
＾
日
）

学
科
試
験
　
１
０
月
ｎ
日
＾
日
）

面
接
試
験
　
１
１
月
１
５
日
＾
日
）

＾
＠
は
、
＠
＠
合
格
者
の
み
）

間
合
せ

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

富
士
五
湖
消
防
本
部
管
理
課

亙
。
、
、
５
．
、
、
一
、
、
、
、
一

校
事
務
・
土
木
・
電
気

　
　
　
　
　
　
　
－
■

◇
受
験
資
格

富
士
五
湖
地
域
住
民
の
誰
で
も
が

　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。



お知ら世１
「

第
珊
固
社
会
を

　
明
る
く
す
る
運
動

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
一

国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
一

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
活
動

で
、
毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て

全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
－
日
に
都
留
地
区
保
護
司
会
一

佐
藤
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
都
留
地
一

区
内
の
保
護
司
等
３
０
名
が
来
町
し
、
一

前
田
町
長
出
席
の
も
と
、
「
社
会
を
一

明
る
く
す
る
運
動
」
文
部
大
臣
メ
ッ
一

セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
明
る
い
一

社
会
の
構
築
の
た
め
に
と
話
し
合
い
一

が
も
た
れ
ま
し
た
。

■
消
費
者
の
皆
様
ご
存
じ
で
す
か
？

　
皆
さ
ん
に
お
い
し
い
お
米
を
食
べ
一

与
簑
一
箏

、下記　障害者の雇
談会（面接会

目時

場所

平成１

午後１

アピオ

　　都

※詳しくは
、

ください
。

一
お
米
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
一
※

一
一
ぷ
紘
メ
日

（受付　午後１時～〕

ザ都留

までお問い含わせ
２６１１

幻涼柵米嚢淋蝉‘二簑づ＜豪亦
品　　名 精　　　　米

産地　品　種　産年使用割合
原料玄米 Ａ県産　 コシヒカリ　７年産　４０％

県産　ササニシキ　７年産　２０％
　　そ　　の　　他　　　　　　４０％

正味重■ ５ｋｇ

精米年月日 ８－ 　４ ．　１

販売業者名
又　　は

米工場名

○Ｏ米殼卸株式会杜
□□県○○市△△町▽▽ユー２
　　　　　　ＴＥＬ　Ｏ１２（３４５）６７８９

０米殼卸株式会社　△△精米工場
□口県△△郡▽▽町○０３－４５
　　　　　　ＴＥＬ　Ｏ１２４（３５）９８７６

社
会
保
険
労
務
講
座

程
　
９
月
２
８
・
２
９
日

　
　
１
０
月
１
・
２
・
５
・
６
・

　
　
８
日
の
７
日
間

　
こ
の
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
お
米

一
は
、
品
質
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
安
心
し
て
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま

　
　
「
た
く
わ
え
く
ん
」
と
は
、
備
蓄

一
米
の
愛
称
で
す
。

　
お
手
頃
な
価
格
な
の
に
、
味
や
品

一
質
は
新
米
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

一
診
断
書
を
提
出

一
応
募
先
　
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

一
〇
０
５
５
４
－
４
３
－
８
９
１
１

一
時
　
間
　
午
後
６
時
；
９
時

一
定
員
２
０
名

一
受
講
料
　
２
，
１
Ｏ
Ｏ
円

一
受
　
付
　
各
講
座
と
も
開
講
日
の
７
一

　
　
　
　
日
前
ま
で
。

一
間
合
せ
　
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
一

　
冠
０
５
５
４
－
４
３
－
８
９
１
１
一

お
問
合
せ
先
農
林
水
産
省
東
京
食
一

　
糧
事
務
所
甲
府
事
務
所
都
留
支
所
一

　
冊
０
５
５
４
－
４
３
－
ユ
４
４
１
一

一
※
機
械
科
（
２
班
）

一
定
員
１
０
人

一
内
容
　
旋
盤
な
ど
に
よ
る
金
属
材
料

一
の
切
削
技
術
の
取
得

下下下上上妨柿お
暮暮暮　　　　　め
地地地町町園團 で

舟小権小権渡川た
久　　　野
保林寺田寄遷村 義
直吐 由１ 萌・ 京１生ム　　し

　　　圭　　　う　　　）柔言浩二航婁乃冊優考乎二車麦

募嚢菱釜進蓋豊父

※
Ｑ
Ｃ
手
法

目
程
９
月
１
７
・
１
８
．
２
１
．
２
２
１

　
　
　
　
２
４
目
の
５
日
間

時
　
間
　
午
後
６
時
－
９
時

定
員
　
１
０
名

一
受
講
料
　
２
，
１
０
０
円

下
暮
地

下
暮
地

下
暮
地

川
村

渡
遷

権
寄

小
野
田

権
寺

小
　
林

舟
久
保

…
一
お
く
や
み
（
死
亡
）

一
※
服
装
科
（
２
班
）

一
定
員
１
５
人

一
内
容
　
動
カ
ミ
シ
ン
に
よ
る
縫
製
、
一

一
製
図
、
裁
断
技
術
の
取
得

下
暮
地
森

島
康

三

…一
※
パ
ソ
コ
ン
講
座
・
基
本
ソ
フ
ト

一
日
程
９
月
２
１
・
２
２
・
２
４
・
２
５
日

一
　
　
　
の
４
日
間

一
時
　
間
　
午
後
６
時
；
９
時

一
定
員
２
０
名

一
受
講
料
　
２
，
ユ
Ｏ
Ｃ
円

サ親
ト族

平
成
１
０
年
６
月
届
出

一
訓
練
期
間
　
平
成
１
０
年
１
０
月
２
日
－
一

　
　
　
　
　
平
成
１
１
年
３
月
２
６
日

一
訓
…
練
時
間
　
午
前
８
時
４
０
分
－

　
　
　
　
　
午
後
３
時
５
５
分

一
対
象
者
　
離
職
者
、
転
職
希
望
者
等
一

一
特
典
　
授
業
料
無
料
、
雇
用
保
険
の
一

一
受
給
延
長
（
受
給
資
格
者
）

一
応
募
期
間
　
８
月
３
日
－
９
月
１
８
日
一

一
応
募
方
法
　
願
書
、
履
歴
書
、
健
康
一

女　２ ，５１２人（十３

合計　４ ，９２０人１１＋７

世帯　１ ，４０８世帯（十１



広報にしかつら　２６０号　　　「２

■気ｏ晶ｏ　　　　　、　　　　　’

プラクは、すぐ　　 、　　　　　 ■

撞宕富しよう’　 ｏ

　　　　　　　｛　　　　　　“

留駅田東■気保安協会

町県民税（１期）
国民健康保険説（２期）

・膏こ
Ｄ． り がキ潟

　　　町由う中
山下　諒也くん　１才４ヶ月

　浩之 ・千秋さん（長男）

この予定表は、町民の参加を募る行事、町民を

対象とする事業について掲載しております

２

９

１６

２３

３０

３

１０

１７

　　　　　２４

◇チ ョコレートパフェ 作り

　１時３０分（兜童館〕

３１

　　　　　　４

◇すいかわり犬会

　１時３０分｛児童館〕

１１

　　　　　１８

◇工作教室
　１時３０分｛児童館〕

　　　　　２５

◇ひまこ学級
　「水あそぴ」

　１時釧分｛児童館〕

５

１２

　　　　　１９

◇おりがみ教室
　１時３０労侃童館〕

’２６

　　　　　　６

◇ゼリｒづくり
　１時３０分｛児董館〕

◇不用犬猫収集
１１時刷分まで｛役場〕

１３

　　　　　２０

◇ダンス教室
　１時３０分’ 幌童館〕

◇不用犬猫収集
　Ｉ時割粉まで｛役場〕

　　　　　　２７

’◇母親クラ・ ブ

「可外硯修．恩鰻林公園」

　　　　　　７

’◇ミサンが作り
　　１時一 幌童館〕

１４

　　　　　　８
◇ミ・ 二四駆犬会
　１時３０粉 一｛児童館〕

◇リサイクル資源回収

　　７時山８時

一ＹＬ０会館 ・

　　　　　　１５
◇西桂町ふるさと

　　　夏まつり 一ｇ８

　｛中学校グランド〕

　　※雨天１６日

児童館休館一
２１

２８

　　　　　２２

◇季芸教室
　１０時一｛児童館）

　　　　　２９

◇ビデオシアター
　「もののけ姫」
　工時３０分一〔児童館］

（目）生け花（隔週）

　スケッチ（隔週）

　レザークラフト

＠刻字
　陶　芸（隔週）

＠毛筆カナ　　＠硬　筆

毎週各種教室をＹＬＯ会館にて開級しております
。


